
　当社グループは、「Vision2030」が掲げる「あらゆる表面をカガクで変える」および

第5次中期経営計画の基本方針である「変革への挑戦」「リージョナル経営の推進」のも

と、持続可能な社会の実現と企業価値の向上を目指しています。特に、当社の強みであ

る研究開発力を生かし、環境負荷低減と機能価値の両立を追求した新技術をグローバ

ルに社会実装していくことで、地球規模の課題解決に貢献していきます。不確実性の高い事業環境を見据えると、今後

は、新領域への挑戦による「新たな価値の創出」と、持続的成長を支える「強固な経営基盤の構築」が不可欠となります。

　当社グループでは、これらを反映した「事業を通じた社会価値の創造」と、持続的成長の基盤となる「社会要請への

対応」を軸に、私たちが優先的に取り組むべき6つの重要課題（マテリアリティ）を特定しています。

　重要課題の特定にあたっては、顕在化している顧客

ニーズや社会要請への対応にとどまらず、不確実性の

高い将来の事業環境を見据え、社会課題や技術動向を

起点として当社から新たな価値を創出していく視点も踏

まえ、「事業を通じた社会価値の創造」と、持続的成長の基盤となる「社会要請への対

応」について、下の3ステップで客観的かつ網羅的に優先順位を評価・決定しました。

　代表取締役社長執行役

員を委員長とする「サステ

ナビリティ委員会」を年4

回開催しています。本委

員会では、重要課題およびそのKPIの策定・見直し、

TCFDのシナリオ分析に基づく気候変動への対応策など

を審議し、その内容は執行役員会および取締役会へ年1

回以上報告され、適切な監督を受けています。

リスク 機 会

重要課題1　表面改質技術による豊かな社会の創出

社会ニーズや技術動向の急速な変化への対応遅れ 「プロダクトアウト型」の研究開発と新規領域開拓

重要課題2　高付加価値の製品・サービスを世界のお客さまに

グローバルにおける実装力や品質管理不足 リージョナル経営と連動した品質向上と
確実な社会実装

重要課題3　現場で働く人たちの安心・安全衛生の確保

労働災害の発生による企業価値毀損 安全衛生管理の徹底を通じた安全・安心な労働環境の
構築

重要課題4　多様な価値観を尊重し“ 力”に変えられる企業文化の醸成

人材流出やイノベーションの停滞 女性管理職比率向上など、多様な人材の活躍推進

重要課題5　持続可能な社会の実現に向けた責任ある対応

気候変動の影響による事業継続リスク 再生可能エネルギー導入による
カーボンニュートラルへの貢献

重要課題6　誠実な企業であり続けるための継続的な取り組み
コンプライアンス違反による
ステークホルダーからの信頼失墜 透明性の高いガバナンスの継続的な強化
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Step 1
社会課題の把握

SDGsやISO26000等の国際規格
に基づき、自社に関連する課題を
網羅的に抽出

Step 2
課題の抽出と評価

「ステークホルダーにとっての重要度」
と「当社にとっての重要度」の2軸で
優先度を判定

Step 3
重要課題の特定

経営層による審議と有識者との
対話を経て、取締役会で最終決定

2025年度の委員会では、以下の事項について討議が行われました。

サステナビリティ推進体制 2025年度主な討議内容

事業を通じた社会価値の創造 価値創造の基盤（社会要請への対応）

強みである研究開発力を生かし、環境負荷低減と
機能価値の両立を追求した新技術をグローバルに展開

持続的成長の基盤となる社会要請に誠実に応え、
信頼される企業経営を実践
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当社グループの重要課題（マテリアリティ）全6項目

　当社の持続的な成長を描く「価値創造の羅針盤」として、6つの重要課題におけるリス

クと機会を以下のとおり整理しました。当社グループは、急激な社会要請の変化に伴う

リスクを単なる脅威として終わらせるのではなく、新技術の創出や強固な経営基盤の

構築を通じて、確実な事業成長の機会へと反転させていきます。

 �気候変動対応：Scope1・2・3を含めた温室効果ガス排出量の
把握と情報開示拡大
 製品使用による環境貢献の定量化（Scope4）
 水資源の保全：水リスク地域における節水・リサイクル推進

 �カーボンニュートラルに向けた新たなCO2削減目標
の設定
 女性管理職比率の目標設定
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Vision2030
「あらゆる表面をカガクで変える」


